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市届憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

＊きまりを守り　明るい社会を　きずきます。



　
五
十
三
年
は
市
制
施
行
二
十
五
周

年
に
当
る
と
い
う
こ
と
で
特
に
市
民

憲
章
、
シ
ン
ボ
ル
等
を
制
定
す
る
の

に
二
十
五
周
年
記
念
事
業
各
種
委
員

会
を
設
け
て
新
ら
し
い
問
題
に
と
り

く
ん
で
貫
っ
た
事
で
す
。
そ
れ
に
総

合
計
画
の
見
直
し
等
も
あ
っ
て
、
市

民
総
ぐ
る
み
の
運
動
を
展
開
し
、
こ

れ
ら
の
総
て
が
出
来
上
っ
た
年
で
あ

る
事
を
第
｝
に
報
告
し
ま
す
。

呂
、

市
長
鈴
木
孝

　
市
民
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

道
路
、
橋
梁
等
の
整
備
に
も
つ
と
め

た
年
で
も
あ
り
、
懸
案
の
公
設
市
場
、

健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
期
に
、
市

民
の
健
康
の
見
直
し
を
し
て
貫
い
た

い
と
考
え
ま
す
。
又
新
幹
線
白
石
駅

の
出
来
る
の
を
期
し
て
、
新
ら
し
い

白
石
市
の
街
づ
く
り
、
即
ち
区
画
整

理
に
手
を
付
け
た
白
石
で
す
。
白
石

市
は
今
ま
で
宮
城
県
の
南
の
関
門
で

　　マ調麟　、

　　峯　　も　　醸　　　　だ
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区良

し
た
が
こ
れ
か
ら
は
東
北
の
玄
関
口

と
な
り
、
東
は
太
平
洋
、
西
は
日
本

海
を
結
ぶ
中
心
都
市
と
し
て
の
構
想

の
下
に
新
ら
し
い
街
づ
く
り
を
考
へ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
大
き
な

計
画
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
生
活

を
楽
し
め
る
街
づ
く
り
も
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
し
、
今
ま
で
全
然
手
の
つ

い
て
い
な
い
白
石
の
河
川
整
備
を
し

て
、
誰
で
も
自
由
に
あ
そ
べ
る
広
場
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前市長麻生意道氏胸像建立

を
つ
く
る
事
を
は
じ
め
ま
し
た
。
更

に
市
民
プ
ー
ル
の
建
設
も
考
え
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
的
に
は
大
鷹
沢

地
区
へ
の
工
場
誘
致
、
小
原
、
福
岡

地
区
を
結
ぶ
沼
線
の
開
発
、
七
ケ
宿

ダ
ム
ヘ
の
国
道
の
付
替
へ
に
よ
る
小

原
地
区
の
開
発
、
新
幹
線
蔵
王
ト
ン

ネ
ル
に
よ
る
水
枯
れ
対
策
に
関
す
る

斎
川
、
越
河
地
区
の
不
便
を
解
消
し
、

地
域
開
発
を
か
ね
る
上
水
道
び
、
譲
備

も
そ
の
緒
に
つ
き
ま
し
た
。
更
に
ほ

刈
田
病
院
の
改
築
も
五
十
三
年
度
末

ま
で
は
完
成
す
る
予
定
で
、
健
康
な

街
づ
く
り
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
来
年
之
の

季

鑛

飛
躍
の
た
め
中
央
公
民
館
の
構
想
も

考
え
て
お
り
ま
す
し
、
今
ま
で
市
民

が
望
ん
で
出
来
な
か
っ
た
事
が
ら
に

想
を
は
せ
実
現
え
の
準
備
を
と
と
の

え
た
年
で
す
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
広

域
の
ゴ
ミ
処
理
場
の
移
転
、
公
害
の

な
い
立
派
な
設
備
を
と
と
の
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
懸
案
の
バ
イ
パ
ス
も

半
分
開
通
し
た
の
で
、
来
年
こ
そ
全

線
開
通
へ
こ
ぎ
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
何
ん
と
い
っ
て
も
市
民
が
い
つ

で
も
自
由
に
考
え
、
話
の
出
来
る
市

民
総
参
加
の
街
づ
く
り
の
基
礎
が
出

来
上
っ
た
事
を
喜
び
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
年
で
あ
っ
た
事
を
喜
び
ま
す
。

建築中の越河公民館
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こ
と
し
も
、
あ
と
わ
ず
か
　
　
。

　
み
な
さ
ん
と
歩
ん
だ
こ
の
一
年
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
六
月
突
然
起
っ
た
宮
城
県

沖
地
震
は
、
多
く
の
被
害
を
出
し
ま

し
た
。
ま
た
今
年
は
市
制
施
行
二
十
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▲宮城県沖地震で被害のあった縁が丘団地

五
周
年
記
念
で
た
く
さ
ん
の
行
事
が

行
な
わ
れ
、
こ
う
し
た
一
年
を
ふ
り

返
っ
て
見
ま
し
た
。

▽
一
月
、
新
春
弥
治
郎
こ
け
し
初
び

き
▽
二
月
、
蔵
王
山
麓
地
区
分
校
ス

キ
ー
大
会
▽
三
月
、
納
税
感
謝
祭
、

南
蔵
王
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
、
▽

四
月
、
福
岡
中
学
校
校
舎
完
成
、
白

石
市
観
光
協
会
設
立
、
▽
五
月
、
第
二

十
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
、

第
一
回
乾
め
ん
ま
つ
り
、
▽
六
月
、

宮
城
県
沖
地
震
発
生
▽
七
月
、
小
原

小
学
校
プ
ー
ル
完
成
▽
八
月
、
白
石

市
健
康
ま
つ
り
、
第
二
十
一
回
市
民

水
泳
大
会
、
▽
九
月
、
老
人
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
白
石
市
公
衆
衛
生
大
会
、

市
内
小
・
中
学
校
体
育
祭
、
健
康
セ

ン
タ
ー
地
鎮
祭
▽
十
月
、
交
通
安
全

市
民
大
会
、
白
石
市
体
育
協
会
発
足

五
十
周
年
記
念
市
民
体
育
大
会
、
白

石
市
教
育
振
興
大
会
、
▽
十
一
月
、

市
制
施
行
二
十
五
周
年
記
念
式
典

鐡

全線開通を目ざして

建築中の公設市場新築された福岡中学校
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旙
蕗
交
通
法
が
か
わ
り
濠
滞

、
剛
　
請
、
瓢

駕蒲癖

高
遮
自
動
重
道

鱗、欝、

　
高
速
自
動
車
道
で
の
事
故
や
渋
滞

の
原
因
は
、
燃
料
や
オ
イ
ル
切
れ
に

よ
る
本
線
車
道
上
の
エ
ン
コ
、
あ
る

い
は
積
荷
の
転
落
事
故
な
ど
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
要
は
、
運

転
者
の
マ
ナ
ー
の
問
題
な
の
で
す
。

　
高
速
自
動
車
道
を
走
る
と
き
は
、

　
㌧

？
随

紛
♂
ゆノう

運
転
者
は
前
も
っ
て
、
次
の
事
項
を

チ
エ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
【
。
ガ
ソ
リ
ン
の
状
態
、
冷

却
水
や
オ
イ
ル
の
量
。

　
走
行
中
に
ガ
ソ
リ
ン
や
オ
イ
ル
が

切
れ
て
、
本
線
車
道
に
停
車
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。
路
肩
に
止
ま
る
の

は
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
二
。
積
荷
の
状
態
。

　
走
行
中
に
積
荷
を
落
と
し
た
り
、

故
意
に
物
を
投
げ
捨
て
た
り
す
る
と

処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
罰
則
ぱ
、
そ
れ
ぞ
れ
懲
役
三
月
以

下
、
罰
金
三
万
円
以
下
。
違
反
点
は

二
点
で
す
。

　
高
速
自
動
車
道
で
停
車
す
る
と
き

は
、
停
車
中
の
表
示
を
出
す
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
速
自
動
車
道
で
の
死
亡
事
故
の
・

二
十
五
％
は
、
停
車
中
の
車
へ
の
追
突

に
よ
る
も
の
で
す
。
高
速
で
運
転
し

て
い
る
た
め
、
停
車
中
の
車
の
発
見

が
遅
れ
、
事
故
に
結
び
つ
い
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
本
線
車
道
、
路
肩
に
か
か
わ
ら
ず
、

停
車
す
る
と
き
は
、
は
っ
き
り
「
停

車
中
」
の
表
示
器
を
出
さ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

　
表
示
器
は
一
辺
が
五
十
セ
ン
チ
以

上
の
三
角
形
。
後
方
二
百
灯
か
ら
視

認
で
き
る
よ
う
に
立
て
、
夜
間
は
反
・

射
器
機
を
使
用
し
た
”
夜
間
用
”
を

用
意
す
る
心
が
け
が
必
要
で
す
。
罰

則
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
。
違
反

点
は
一
点

　
　
　
　
　
劣

、

安
皇
運
転
管
瑠

　　許を，認皇，　許享，驚藷．壼　σ鰻

　
そ
こ
で
、
使
用
者
や
安
全
運
転
管

理
者
が
、
運
転
者
に
違
反
を
命
じ
た

り
、
故
意
に
違
反
行
為
を
見
逃
し
た

場
合
、
そ
の
車
の
使
用
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
故
防
止
の
た
め
に
運
転
者
ば
か

り
で
な
く
、
使
用
者
の
側
に
も
安
全

運
転
管
理
を
徹
底
さ
せ
よ
」
と
い
う

も
の
で
す
。

　
使
用
者
の
黙
認
、
見
逃
し
行
為
が

も
と
で
、
運
転
者
が
無
免
許
、
無
資

格
、
酒
酔
い
、
麻
薬
運
転
で
検
挙
さ

れ
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
そ
の
車
の
使

用
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
過
労
運
転
、
酒
気
帯
び
運

転
の
場
合
は
二
回
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、

積
載
制
限
違
反
の
場
合
は
三
回
検
挙

さ
れ
る
と
、
そ
の
車
は
使
用
禁
止
に

な
り
ま
す
。

　
使
用
禁
止
の
期
間
は
、
六
ケ
月
以

内
、
運
転
禁
止
の
マ
ー
ク
が
車
に
張

ら
れ
ま
す
。

　
　
？
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積
載
制
限
の
違
反
や
ス
ビ
ー
ド
違

反
も
実
は
使
用
者
の
指
示
で
あ
っ
た

り
、
知
っ
て
い
な
が
ら
黙
認
し
て
い

る
、
と
い
っ
た
ヶ
ー
ス
が
ふ
え
て
い

ま
す
。

し

多”
湧

行
、
政
処
分

、
　
　
諺

　
　
　
　
　
　
ヱ
P
鮭
’
欝

轍
欄
、
、
．
．
願
牒
輔
譲

撫
．
灘
灘
叢

鹸響
珊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

け
な
か
っ
た
次
の
よ
う
な
違
反
も

今
後
は
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
無
車
検
、
無
保
険
（
強
制
保
険
）

は
い
ず
れ
も
違
反
点
六
点
。
車
庫
代

わ
り
に
道
路
を
使
用
し
た
．
青
空
駐

車
”
は
二
点
。
夜
間
の
八
時
間
以
上

の
路
上
駐
車
が
一
点
。

　
こ
の
四
つ
は
車
を
持
つ
者
の
最
低

の
責
任
で
、
守
れ
な
い
人
は
車
を
持

つ
資
格
が
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

懲
　
豫

　
い
ま
ま
で
は
道
路
交
通
法
違
反
に

問
わ
れ
る
の
み
で
、
行
政
処
分
を
受

懲葦

愉
　
r

翼

籍講

蓬
蒋
塩
轟
．

　
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
恩
典
が

あ
り
ま
す
。

　
厳
し
い
取
り
締
ま
り
ば
か
り
が
、

決
し
て
能
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で

す
。
優
秀
な
運
転
者
に
は
ご
ほ
う
び

を
あ
げ
、
｝
層
、
安
全
運
転
に
心
が

け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
ね
ら
い
で

す
。
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二
年
間
、
無
事
故
、
無
違
反
の
運

転
者
が
、
ス
ビ
ー
ド
違
反
や
信
号
無

視
な
ど
違
反
点
二
点
ま
で
の
軽
い
違

反
を
犯
し
、
そ
の
後
三
カ
月
間
無
事

故
、
無
違
反
だ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
点

ゆ1亡叫豊鍔
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数
は
違
反
点
数
か
ら
は
ず
さ
れ
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
、
こ
の
点
数
の
”
消

却
期
間
”
が
一
年
で
し
た
か
ら
、
四
分

の
一
に
大
幅
短
縮
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

、
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霧
津
茅
聡
．
駅
籍
　
・
．
「
灘
㎜

爆
糊
魏
㎜

　
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
を
飲
ん
で
の
運

転
と
、
酒
酔
い
運
転
は
厳
罰
で
、
］

度
の
違
反
で
免
許
は
取
り
消
さ
れ
ま

す
。”

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
運
転
“
は
、
こ

れ
ま
で
過
労
運
転
並
み
の
比
較
的
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

い
処
分
（
違
反
点
六
点
）
で
し
た
。

し
か
し
、
大
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
強
い
う
え
、
麻
薬
、
覚
せ
い
剤

の
常
用
に
よ
る
中
毒
症
を
防
ぐ
意
味

も
含
め
て
の
厳
罰
（
十
五
点
）
で
す
。

　
酒
酔
い
運
転
は
従
来
、
十
二
点
で

し
た
が
、
こ
の
改
正
で
十
五
点
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
麻
薬
、
覚
せ

い
剤
運
転
と
並
ん
で
の
”
最
高
点
〃

で
す
。

雛鵡舞
　くダゼ〉！
　　4・㌧》｛』）％

　／㌧三ゴ狩
が、、一こ，確、ノ

逆
冤

翼

嬢
罪
、
譲

　
嘆
薪
　
　
爵

矧
劉
署
顯
魑
麟
、
「
塾
塗
、
て

灘

禦
鱗
潮
轍

・
麟
灘
磯
鹸

盛
．

奪

簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丞

諏望麹」
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（3）石市総合計画答申自へ

　
総
合
計
画
審
議
会
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
八
月
十
二
日
ま
で
の
活
動
に

つ
い
て
広
報
し
ろ
い
し
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
経
過
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
審
議
会
開
催
月
日

八
月
　
十
七
日
、
二
十
四
日
、
三
十

一
日
、
九
月
　
十
六
日
　
十
月
　
四

日
、
十
二
日
、
十
六
日
、
三
十
日
、

十
一
月
七
日
、
十
三
日
に
よ
り

罎

顯
幽

験
塑

驚
滅

‘
、

　
白
石
市
の
将
来
の
姿
を
求
め
て
す

べ
て
の
分
野
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

ま
た
そ
の
間
に
お
い
て
は
市
民
の
意

見
収
集
、
自
宅
審
議
に
努
め
、
十
一

月
十
三
日
に
最
終
審
議
の
う
え
、
市

長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
総
合
計
画
は
、
昭
和
四
十

六
年
に
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想
及
び

昭
和
四
十
八
年
に
策
定
さ
れ
た
基
本

計
画
を
、
石
油
危
機
以
後
の
経
済
安

　
　
　
響
雛
鰍
シ
つ
噛
曝

　
　
　
　
　
．
融
、
㎜
挿
騰
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
藩

、
壌
で

錬晦

萎

昇

「
、
餌

・
況

撚
状

螺躍黙

議会審

定
成
長
へ
の
路
線
転
換
に
よ
る
経
済
　
　
そ
し
て
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

社
会
情
勢
の
変
動
に
対
応
し
て
、
全
　
基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
大
綱
に
つ
い

面
的
に
見
直
し
た
も
の
で
す
。
　
　
　
て
の
目
標
と
手
段
を
具
体
的
に
示
し

　
新
計
画
の
内
容
は
、
従
来
の
総
合
　
そ
の
最
後
の
章
の
計
画
達
成
の
た
め

計
画
に
か
・
げ
ら
れ
て
い
る
基
本
理
　
に
、
第
一
節
に
市
民
参
加
を
と
り
あ

念
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
　
げ
、
本
計
画
が
真
に
市
民
の
も
の
と

も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
　
し
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
自
覚
と
責

の
理
念
を
基
調
と
し
て
、
高
度
経
済
　
任
あ
る
市
民
参
加
の
実
現
を
図
り
、

成
長
の
考
え
か
ら
望
ま
し
い
地
域
社
　
自
治
確
立
の
た
め
市
民
と
市
民
、
市

会
の
形
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
　
民
と
市
の
信
頼
感
を
基
軸
と
し
て
、

を
最
前
面
に
打
出
し
、
地
域
住
民
の
　
住
み
よ
い
豊
か
な
都
市
、
愛
情
と
連

ふ
れ
あ
い
と
連
帯
の
あ
る
社
会
を
め
　
帯
に
み
ち
た
地
域
杜
会
の
実
現
に
努

ざ
し
、
計
画
全
体
を
本
市
の
定
住
構
　
め
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

想
と
も
い
う
べ
き
内
容
と
し
た
も
の
　
　
ま
た
、
第
二
節
に
お
い
て
は
行
政

で
、
基
本
構
想
に
お
い
て
は
、
本
市
　
体
制
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
、
本
計
画

の
将
来
の
姿
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
実
現
は
、
市
民
参
加
の
も
と
に
市

1
愛
情
と
連
帯
に
み
ち
た
ま
ち
　
　
　
民
が
主
体
と
な
っ
て
実
現
す
る
も
の

2
健
康
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ら
　
　
で
あ
る
が
、
そ
の
信
託
を
受
け
た
行

3
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
　
　
　
　
　
政
は
、
社
会
経
済
の
変
動
に
対
応
し

4
豊
か
な
情
操
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
　
　
行
政
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
市

5
た
く
ま
し
く
伸
び
ゆ
く
ま
ち
　
　
　
民
の
た
め
の
市
政
を
展
開
す
る
こ
と

6
互
い
に
助
け
合
い
市
民
が
と
も
に
　
の
基
本
方
針
を
明
確
に
し
、
理
想
的

つ
く
る
ま
ち
と
し
て
、
そ
の
将
来
像
　
な
地
域
杜
会
を
実
現
す
る
も
の
と
し

を
実
現
す
る
た
め
の
大
綱
と
し
て
、
　
　
て
お
り
ま
す
。

1
新
し
い
連
帯
社
会
の
形
成
　
2
高
　
　
本
計
画
の
答
申
を
受
け
た
市
長
は

福
祉
社
会
の
建
設
、
3
保
健
医
療
の
　
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
白
石

充
実
　
4
生
活
環
境
の
整
備
　
5
く
　
市
新
総
合
計
画
と
し
て
基
本
構
想
に

ら
し
の
安
全
確
保
　
6
生
涯
学
習
の
　
本
計
画
を
添
え
て
十
二
月
定
例
市
議

展
開
　
7
市
民
文
化
の
創
造
　
8
地
　
会
の
議
決
を
得
、
た
だ
ち
に
具
体
的

域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興
　
計
画
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

9
伸
び
ゆ
く
基
盤
づ
く
り
　
10
計
画
　
ま
す
。

達
成
の
た
め
に
、
構
想
を
え
が
い
て

お
り
ま
す
。

6

告

ためにるく健康な体をつ

敦
、
‘　
義辞馨．

犀
灘壌・

黙
顎

難

灘欝
饗

覇騒欝
歩こう走ろ’

リム・マラソン卜

市民ジョッキング大会

　11月5日、秋晴れのもと第1回トリムマラソン

市民ジョッキング大会が市営球場で開かれ約80人

が参加しました。トリムマラソンは散歩の歩調よ

りはいくぶん速足で、チョコチョコ走るのに似た

もので、いつでも中休みは許され’決して最高成

績を目指す競争ではありません。また、ジョッキ

ングとは、一般には「しゃべ1）ながら走るスピー

ド」のこと。テンポとしては1分間に120歩前後

で走ることが標準とされています。

　ところが最近では、健康増進、体力づくりのた

めのマラソン人口が増えていますが、完走こそ美

徳とばか『）走r）続けマラソン中に倒れたりするこ

とが増えていますが、それでは逆効果です。そこ

で自分の体力やコンディションにあわせてやるこ

れらの運動が運動不足を解消するのに最も適した

スポーツの1つであるといわれております。すで

に多ぐの人がこの魅力に捉えられ、規則的に走っ

ています。あなたも一緒に走ってみませんか。

第14回クロスカントリー大会

　白石市の内外を問わず、青少年はじめ一般男女

体力づくりの向上をはかり、スポーツを通じ互の

友好を深めると共に広く社会体育の振興に寄与し

ようという目的で第14回白石市クロスカントリー

大会が、11月19日市営球場をスタートゴールにし

て、2000m～4000mのコースで開かれました。

　暖かい天気に恵まれ絶好のマラソン日よりでし

た。市制25周年の記念行事として開かれ、この大

会も14回目とあって、朝早くから小学生や、お年

寄りまで74Z名の選手が参加しました。

　コースは農道あり、あぜ道、畑、苦しい道のり

でした。日頃の練習の成果をためそうとする人や

マイペースで走ろうとする入、各選手おもいおも

いに走りました。　1入の落伍者もなく全貝が完

走し沿道のみなさんから盛んな声援を受け競技終

了．後、つぎの方々が表彰されました。

　小学女子（上田祐子）、小学男子（榊原靖彦）、中

学女子（遠藤博美）、中学男子、高子裕明）、高校女

子（阿部信子）、高校男子（菊地浩二）、一般男子20

歳代（山阻喜生男）、一般女子30歳以上（高野秀子）

一般男子30歳代（庄司厳）、一般男子40歳代（制野

一衛）、一般男子50歳代（平塚三郎ウ、一般男子60

歳以上（阿部治郎）、一位のみ。

轡

元気にスタート
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耀蟻麟蹴
幽
講
銀

　
最
近
生
涯
教
育
の
重
要
性
が
社
会

的
な
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
市
教
育
委

員
会
で
も
社
会
教
育
の
振
興
に
意
を

注
ぎ
地
区
公
民
館
を
中
心
に
各
種
の

行
事
、
講
座
、
教
室
等
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
住
民
の

生
活
要
求
、
学
習
要
求
に
応
ず
る
各

種
、
各
部
門
の
専
門
的
な
講
師
が
不

足
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
市

教
育
委
員
会
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と

で
広
く
人
材
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
趣
旨

　
市
内
に
居
住
す
る
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
イ
ア

精
神
に
富
む
方
で
特
殊
な
技
術
、
専

問
的
な
知
識
等
を
広
く
｝
般
市
民
に

指
導
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

そ
の
特
技
、
氏
名
等
を
登
録
し
住
民

の
要
求
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
者
の

紹
介
が
で
き
る
よ
う
教
育
委
員
会
に

人
材
銀
行
を
設
置
し
、
そ
の
指
導
体

制
の
整
備
を
図
る
。

　
保
健
衛
生
（
育
児
を
含
む
ぐ
災
害

防
犯
、
哲
学
心
理
、
家
庭
教
育
、
生

活
改
善
、
歴
史
、
地
誌
（
伝
説
民
話

を
含
む
）
政
治
経
済
、
法
律
、
娯
楽

（
漫
画
、
児
童
劇
、
］
般
劇
等
）
芸

術
（
絵
画
、
書
道
、
華
道
、
茶
道
、

音
楽
等
）
趣
味
（
園
芸
、
手
芸
、
短

歌
、
俳
句
、
ペ
ッ
ト
飼
育
等
）
語
学

（
外
国
語
）
そ
の
他
専
問
技
術
（
自

動
車
修
理
、
ブ
ロ
ッ
ク
施
工
等
）
ス

ポ
ー
ツ
（
陸
上
競
技
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ

ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
庭
球
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、
相
撲
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
水
泳
、
ス
キ
ー
、
空
手
道
、
ク

レ
ー
射
撃
、
な
ぎ
な
た
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

社
交
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

野
外
活
動
（
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
を
含

む
）
体
力
テ
ス
ト
（
判
定
、
指
導
貝
）

　
登
録
さ
れ
る
方
は
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
お
よ
び
希
望
さ

れ
る
専
門
分
野
を
名
記
し
て
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
ご
連
絡
下

さ
い
。
締
切
は
昭
和
五
十
四
年
一
月

三
十
日
ま
で
で
す
。
く
わ
し
く
は
市

教
育
委
貝
会
（
智
五
～
一
二
一
一
内

湶
四
二
）
へ

励心
冬

．
蒔
、
漸

』
輪

り馨　咤

　　毒塁’ダ蓼

寧篠
鹸評　一瞬’鰭
　てヅ・L　　憲
　　繊騨…簗

　　～勢．、午　認
敷
醸
．覧

、
．
、

　
ト
労

轟
、

酵徹薩、

7冨

で
［鰐掌鰍欝脇

譲
麟

　
ゴ
ミ
の
量
は
年
々
増
え
続
け
て
お

り
、
ゴ
ミ
燃
却
場
が
限
界
に
来
て
い

る
現
状
で
す
。

　
ゴ
ミ
を
効
果
的
に
収
集
し
、
正
し

く
処
理
す
る
た
め
に
市
で
は
、
ゴ
ミ

の
収
集
改
善
を
図
る
こ
と
に
し
、
来

年
二
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ゴ
ミ
を
出
す
場
合
、

次
の
注
意
事
項
を
よ
く
守
っ
て
下
さ

い
。
美
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
可
燃
物
は
必
ず
ふ
た
付
ポ
リ
容
器

に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。
現
在
ダ

ン
ボ
ー
ル
や
紙
袋
に
入
れ
て
出
し
て

い
る
方
も
お
り
ま
す
が
、
二
月
以
降

は
決
め
ら
れ
た
容
器
以
外
は
収
集
し

ば
い
よ
う
に
し
ま
す
。

o
不
燃
物
は
ふ
た
付
ポ
リ
容
器
か
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
場
合

は
出
し
た
人
の
名
前
を
書
い
て
、
袋

を
結
ぶ
ひ
も
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
等
を

用
い
、
紙
ぴ
も
、
縄
等
燃
え
る
も
の

は
用
い
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

○
燃
え
る
ゴ
ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は

正
し
く
区
分
し
、
混
合
し
な
い
よ
う

に
容
器
に
入
れ
決
め
ら
れ
た
日
の
朝

に
き
ち
ん
と
出
し
て
下
さ
い
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
不
燃
物
に
入

れ
て
下
さ
い
。

○
ゴ
ミ
の
減
量
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　
不
燃
物
で
再
利
用
で
き
る
ビ
ン
等

は
買
っ
た
商
店
に
持
っ
て
行
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

8
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　　、審駕

〆
蓮

葦

○
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、
山
田
明
生

園
児
の
保
育
教
材
　
○
掛
時
計
　
白

石
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
白
石
市
中

央
公
民
館
講
座
室
　
○
竹
箒
十
本
、

武
用
兵
二
、
市
施
設
清
掃
用
具
　
○

現
金
五
万
円
　
村
上
幸
八
　
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
施
設
周
囲
に
植
樹
　
o

書
（
額
付
）
　
宍
戸
十
一
郎
市
役

所
応
接
室
展
示
　
○
桜
の
木
二
本

野
口
伊
三
男
　
福
岡
公
民
館
建
設
記

念
　
○
み
の
　
み
ぞ
　
田
切
亀
吉

福
岡
公
民
館
第
一
回
文
化
祭
出
品
記

念
　
○
額
（
人
生
訓
十
個
）
　
千
葉

三
二
郎
　
一
般
公
共
の
た
め
　
o
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
タ
ス

用
語
事
典
他
四
十
三
冊
　
白
石
北
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
図
書
館
備
付
図

書
　
○
ビ
ク
タ
ー
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
タ

ー
　
高
橋
一
光
　
社
会
教
育
、
視
聴

覚
教
育
　
○
児
童
図
書
「
科
学
の
ア

ル
バ
ム
」
二
十
四
冊
　
大
宰
雄
一
郎

○
現
金
十
三
万
三
千
二
百
九
十
三
円

興
昭
会
　
図
書
館
備
付
用
図
書
購
入

資
金
　
○
油
絵
　
宮
城
輝
夫
　
自
己

の
芸
術
作
品
を
郷
里
に
残
し
た
い
た

め
　
o
土
地
八
百
［
・
七
二
平
方
材

や
ま
ふ
く
商
事
株
式
会
社
、
大
津
興

産
有
限
会
社
　
o
ま
ご
の
手
百
十
本

ハ
シ
（
長
寿
）
百
十
膳
　
八
島
忠
治

○
紙
芝
居
整
理
棚
、
色
画
用
紙
整
理

棚
各
一
　
深
谷
保
育
園
第
三
回
李
園

児
父
兄
　
孕
園
記
念
　
○
掛
時
計

半
沢
欣
治
　
保
育
園
長
退
任
記
念

　
　
　
　
　
　
　

｛

○
山
車
用
台
車
　
本
町
若
者
会
、
貸

出
用
台
車
　
○
土
地
四
千
三
百
四
十

一
平
方
訂
　
蔵
王
財
産
管
理
委
貝
会

市
道
み
の
わ
線
及
ぴ
萩
平
線
道
路
敷

地
、
o
保
育
遊
具
一
式
　
大
槻
賢
滋

○
街
路
灯
、
防
犯
灯
、
道
路
、
公
園

敷
地
等
　
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
、

円
笛
豊
二
　
白
石
市
健
康
セ
ン
タ

ー
建
設
資
金
の
｝
部
　
○
現
金
十
万

円
東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社
、
宮

城
県
沖
地
震
に
対
す
る
見
舞
金
、
○

現
金
十
五
万
円
　
庄
司
ヤ
ツ
ヨ
　
白

石
市
奨
学
資
金
貸
付
基
金
、
愛
の
金

庫
貸
付
金
の
］
部
　
○
土
地
四
百
七

窃り瀞とうこざいまず

　昭和53年1月より11月までの間
に次の方々より各施設の充実や奨
学資金等の指定寄附がありました
ので、ご報告すると共に、ご厚意
に感謝申上げます。

　記載順は寄附品目、寄附者名、
寄附目的になっており敬称は省略
させていただきました。

○
土
地
雑
種
地
、
宅
地
　
佐
藤
尚
志

他
九
名
　
公
道
と
し
て
　
o
現
金
百

七
十
九
万
八
千
円
　
福
岡
中
学
校
父

母
教
師
会
防
犯
螢
光
灯
六
基
東
北

電
力
白
石
営
業
所
　
○
リ
コ
ピ
ー
、

日
本
詩
歌
歳
時
記
他
二
冊
　
井
元
広

図
書
館
備
付
用
備
品
　
○
現
金
百
万

十
一
平
方
折
　
小
野
壱
産
業
株
式
会

社
　
公
道
と
し
て
　
○
土
地
二
十
六

・
九
七
平
方
肩
　
佐
々
木
梅
雄
　
○

土
地
三
十
四
・
八
六
平
方
耕
　
新
田

芳
雄
　
公
道
と
し
て
曹
○
土
地
百
十

二
平
方
耕
　
山
村
久
之
助
　
公
道
と

し
て
　
○
扇
風
機
　
新
山
勝
洋
　
保

育
園
に
設
置
　
○
現
金
十
万
円
　
岡

崎
英
士
郎
　
社
会
福
祉
事
業
の
一
部

○
土
地
七
十
五
平
方
訂
　
広
澤
忠
三

公
道
と
し
て
　
○
現
金
五
万
円
　
佐

藤
勝
子
後
援
会
　
社
会
福
祉
事
業
の

資
金
の
一
部
　
o
現
金
五
万
円
　
菊

地
昌
　
ね
た
き
り
老
人
の
福
祉
事
業

費
○
土
地
六
百
平
方
訂
佐
藤
好

一
　
公
道
と
し
て
　
○
図
書
百
十
四

冊
　
鈴
木
菊
蔵
　
図
書
館
備
付
図
書

○
暗
幕
一
式
　
作
品
整
理
棚
、
壁
掛

時
計
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
外
七
点

第
二
幼
稚
園
保
護
者
会
　
O
電
子
コ

ピ
ー
　
昭
和
五
十
一
年
度
福
岡
中
学

校
李
業
生
父
兄
、
福
岡
中
学
校
備
品

○
輪
転
機
　
昭
和
五
十
二
年
度
福
岡

中
学
校
牟
業
生
父
兄
　
福
岡
中
学
校

備
品
　
○
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
　
四
竈
栄

子
、
、
小
原
小
学
校
備
品
、
○
考
古
資

料
等
陳
列
ケ
ー
ス
四
台
、
長
橋
欣
一

大
鷹
沢
中
学
校
、
福
岡
小
学
校
備
品

○
大
型
滑
台
及
び
土
台
、
水
平
雲
梯

及
び
土
台
他
二
点
　
斎
川
小
学
校
父

母
教
師
会
、
樹
木
六
本
　
小
熊
庄
治

白
川
中
学
校
環
境
緑
化
　
○
ナ
イ
ロ

ン
製
学
童
用
雨
傘
二
十
六
本
　
昭
和

五
十
年
度
大
鷹
沢
小
学
校
孕
業
生
一

同
　
○
上
敷
十
本
　
昭
和
五
十
一
年

度
大
鷹
沢
小
学
校
牟
業
生
一
同
　
大

鷹
沢
小
学
校
備
品
　
○
紅
白
幕
　
昭

昭
五
十
二
年
度
大
鷹
沢
小
学
校
牟
業

生
｝
同
　
大
鷹
沢
小
学
校
備
品
　
○

ナ
イ
ロ
ン
製
学
童
用
雨
傘
百
本
　
島

貫
勇
弥
　
大
鷹
沢
小
学
校
備
品
　
○

広
蓋
一
個
　
『
條
幸
男
　
大
鷹
沢
小

学
校
備
品
　
木
製
シ
ー
ソ
ー
一
基
、

ド
ロ
ン
コ
会
　
大
鷹
沢
小
学
校
備
品

○
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
百

瀬
幸
一
　
白
石
第
二
小
学
校
備
品

〇
二
次
製
品
ブ
ロ
ッ
ク
　
不
ニ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
　
福
岡
小

学
校
八
宮
分
校
、
長
峯
分
校
環
境
整

備
用
　
○
大
王
松
　
穴
沢
繁
雄
　
市

庁
舎
内
環
境
保
全
　
○
フ
ィ
ニ
ッ
ク

ス
三
鉢
　
菅
野
武
夫
　
市
庁
舎
内
環

境
保
全
　
Q
現
金
六
十
万
円
、
遠
藤

要
　
母
子
福
祉
対
策
基
金
、
社
会
福

祉
事
業
資
金
の
一
部
　
○
ク
リ
ー
ン

ボ
ッ
ク
ス
　
白
石
電
報
電
話
局
　
白

石
市
制
施
行
二
十
五
周
年
記
念
と
し

て
環
境
美
化
、
o
土
地
、
鈴
木
富
之

進
外
五
名
　
道
路
敷
地
　
○
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
一
台
、
社
団
法
人
日
本

損
害
保
険
協
会
、
消
防
活
動
増
強
、

○
布
団
乾
燥
器
五
台
　
白
石
地
区
同

盟
、
市
内
の
ね
た
き
り
老
人
用
、
○

白
米
さ
さ
に
し
き
、
高
橋
清
作
、
福

岡
小
学
校
八
宮
、
長
峰
、
不
忘
、
蔵

王
、
三
住
の
各
分
校
学
校
給
食
用
、

o
現
金
百
万
円
、
白
石
市
体
育
協
会

南
蔵
王
市
営
休
憩
所
備
品
購
入
費
。
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曽

コール・リンデ

　
多
く
の
仲
間
と
楽
し
く
歌
お
・
？
1

と
、
五
年
前
柿
崎
六
郎
（
医
師
）
さ

ん
の
呼
び
掛
け
の
も
と
に
混
声
合
唱

団
「
コ
ー
ル
リ
ン
デ
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
学
生
、
会
社

貝
、
そ
し
て
主
婦
な
ど
合
唱
愛
好
家

約
二
十
七
人
で
す
。
か
っ
て
学
生
時

代
に
コ
ー
ラ
ス
部
で
活
躍
し
て
い
た

、
燐

簿

人
や
応
援
団
員
だ
っ
た
人
な
ど
そ
れ
『

ぞ
れ
に
の
ど
に
は
自
信
の
あ
る
人
達

で
、
平
均
年
齢
は
二
十
三
歳
。

　
練
習
は
柿
崎
さ
ん
の
自
宅
で
、
毎

週
月
、
木
の
二
回
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
二
時
問
、
白
女
高
で
音
楽
の
教

鞭
を
執
っ
て
い
る
千
田
彰
武
さ
ん
の

指
導
を
受
け
、
和
や
か
な
ふ
ん
囲
気

の
な
か
に
も
厳
し
い
練
習
を
続
け
て

い
ま
す
。
過
去
二
回
、
全
日
本
合
唱

コ
シ
ク
ー
ル
県
予
選
に
参
加
し
、
五

十
年
銅
賞
、
五
十
二
年
奨
励
賞
を
受

け
る
な
ど
年
々
そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、

白
石
市
民
歌
の
レ
コ
ー
ド
吹
き
込
み

第
｝
回
仙
南
合
唱
祭
参
加
、
そ
し
て

去
る
十
一
月
十
八
日
に
は
、
常
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
聴
い
て
も
ら
お
う

と
第
三
回
定
期
演
奏
会
を
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
き
、
大
河
原
町
の
合

唱
団
「
こ
ほ
る
な
む
」
と
と
も
に
、

「
か
や
の
木
山
」
を
皮
切
り
に
、
男

声
合
唱
、
女
声
合
唱
、
組
曲
な
ど
数

々
の
曲
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
人
々

を
魅
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
柿
崎
さ
ん
は

「
コ
ー
ル
リ
ン
デ
の
”
リ
ン
デ
”
は
菩
、

だ
い
じ
ゆ

提
樹
を
意
味
し
、
そ
の
木
の
ご
と
く

広
く
市
民
の
間
に
枝
を
広
げ
て
、
将

来
は
会
員
全
員
で
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

交
響
曲
第
九
番
”
合
唱
”
を
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
付
で
や
り
た
い
P
・
と
、
意
欲

的
に
語
っ
て
お
り
ま
す
。

昂き

孝
蕃
あ
煮
ど
徽

【
昔
話
】
　
か
た
く
そ
夫
婦
の
餅
つ
き

　
む
が
す
、
あ
っ
と
こ
ろ
の
長
屋
に

一
と
っ
て
も
、
か
だ
く
そ
な
お
や
ん
つ

㎜
あ
ん
と
、
が
が
さ
ん
（
女
房
）
が
、

㎜
え
だ
ん
だ
と
。
あ
る
と
き
、
ほ
の
お

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ず

皿
や
ん
っ
あ
ん
が
、
「
が
が
や
、
餅
食
え

皿
㎜
だ
ぐ
な
っ
た
な
や
」
ど
ゆ
っ
た
ら
が

擢
㎜
が
さ
ん
も
、
　
「
お
れ
も
食
乏
だ
ぐ
な

ロ

釦
っ
た
げ
ん
ど
も
、
節
で
も
ね
え
ど
ぎ

㎝
皿
臼
ば
鳴
ら
す
と
、
と
な
り
近
所
さ
、

副
碑
や
ん
な
く
て
な
ん
ね
え
が
ら
、
な
じ

ほ

㎜
よ
に
す
っ
か
ど
（
ど
う
す
る
か
と
）

｝
㎜
ほ
う
す
た
ら
、
お
や
ん
つ
あ
ん
が
、

引

㎜
「
え
え
ご
ど
（
よ
い
こ
と
）
ば
、
あ

｝
ず
出
す
た
（
思
い
出
し
た
な
）
、
お
め

㎜
・
え
、
米
ば
ふ
か
す
た
ら
、
ど
ご
さ

…㎜
も
知
れ
ね
え
よ
う
に
、
つ
っ
か
ら
や
」

岬

㎜
ど
、
ゆ
っ
て
、
米
ば
ふ
か
さ
せ
で
、

酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
く
ず

皿
ふ
け
だ
米
ば
袋
さ
入
れ
で
、
口
は
両

ロ

㎜
手
で
、
ぎ
っ
つ
り
（
し
っ
か
り
と
）

…
一
つ
か
ん
で
、
ほ
え
ず
ば
（
そ
れ
を
）

引

㎜
柱
さ
ぶ
っ
つ
げ
だ
ん
だ
ど
。
ほ
う
す

り

皿
た
ら
、
米
が
つ
ぶ
れ
で
、
餅
に
な
っ

ロ

｝
た
げ
ん
と
も
、
最
後
に
ぶ
っ
つ
げ
だ

㎝

酬
ど
ぎ
、
袋
の
底
が
ぶ
っ
つ
あ
げ
で

柳

㎜
（
さ
け
て
）
、
餅
ば
り
袋
が
を
抜
げ

㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

酬
て
き
て
、
と
な
り
の
家
さ
、
ぶ
っ
飛

㎝
㎜
ん
で
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
だ
が
ら
と

ロ

帰
な
り
の
家
さ
半
分
だ
げ
分
げ
で
や
る

ロ

｝
思
っ
て
る
ん
だ
」
ど
ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。

⑦
菅
野
新

ご
ど
に
な
っ
た
ん
だ
ど
。
あ
ん
ま
り

欲
こ
ぐ
す
る
も
ん
で
ね
え
ん
だ
ど
さ
。

面
く
ら
っ
た
、

ま
な
ぐ
と
耳

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ

に
、
と
っ
て
も
か
だ
く
そ
な
男
が
、

え
だ
ん
だ
ど
。
鼻
ど
口
が
一
つ
な
の

に
、
ま
な
ぐ
（
目
）
ど
耳
が
二
つ
あ

ん
の
で
　
｛
度
に
使
う
の
が
、
え
だ

ま
す
え
（
惜
し
い
）
ど
思
っ
て
だ
ん

だ
ど
。
ほ
ん
で
、
先
方
の
ま
な
ぐ
は

取
っ
て
、
タ
ン
ス
さ
し
ま
っ
て
お
い

だ
ん
だ
ど
。
ほ
す
て
、
片
労
の
耳
さ

は
、
ぎ
っ
つ
り
（
し
っ
か
り
と
）
、
綿

で
栓
を
し
た
ん
だ
ど
。
ほ
の
う
ず
に

だ
ん
だ
ん
、
年
取
っ
て
き
て
、
ま
な

ぐ
が
見
え
な
ぐ
な
り
、
耳
も
聞
こ
え

な
ぐ
な
っ
て
き
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、

仕
方
な
ぐ
な
っ
て
、
タ
ン
ス
が
ら
、

ま
な
ぐ
ば
出
し
て
き
て
　
は
め
込
ん

だ
ん
だ
ど
。
ほ
れ
が
ら
、
耳
の
栓
も

取
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
、
ほ
う
す

た
っ
け
エ
（
そ
う
し
た
ら
）
見
る
も

の
、
聞
ぐ
も
の
、
み
ん
な
初
め
で
な

ん
で
、
か
だ
く
そ
な
男
は
、
す
っ
か

り
面
く
ら
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

　
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
に
、
薬
の
行

商
人
が
、
い
だ
ん
だ
ど
。
あ
る
日
暮

れ
ど
ぎ
、
寂
し
い
山
道
さ
差
し
か
が

っ
た
ん
で
、
行
商
人
が
、
早
ぐ
、
と

な
り
村
ま
で
着
き
た
い
と
思
っ
て
、

小
走
り
に
歩
い
て
行
っ
た
ん
だ
ど
。

ほ
う
す
て
、
山
道
の
な
か
ご
ろ
ま
で

き
た
っ
け
エ
（
来
た
ら
）
、
急
に
ゴ
ツ

　
　
　
　
　
ぷ

ン
と
、
頭
さ
打
っ
つ
が
っ
た
ん
だ
ど
。

血
だ
ら
け
の
生
首
が
、
道
端
の
木
さ

ぶ
ら
下
っ
て
だ
ん
だ
で
、
ぷ
っ
た
ま

げ
で
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
。
生
首
は
、

ジ
ョ
ロ
ッ
と
目
玉
む
え
で
、
蛇
の
首

ば
、
が
っ
ち
り
と
、
く
わ
え
で
だ
ん

だ
ど
。

　
蛇
が
苦
し
そ
う
に
、
す
り
ぽ
（
尻

尾
）
ば
パ
タ
パ
タ
し
て
い
る
の
を
見

た
行
商
人
は
、
も
ぞ
ご
ぐ
な
っ
て
（

か
わ
い
そ
う
に
な
っ
て
）
、
助
け
よ
う

と
思
っ
た
ん
だ
ど
。

　
ほ
こ
で
（
そ
こ
で
）
、
思
い
切
っ
て

生
首
の
口
ば
開
げ
よ
う
と
し
た
げ
ん

と
も
（
と
し
た
が
）
、
な
が
な
が
開
が

ね
ー
ん
だ
ど
。
と
こ
ろ
が
、
ぎ
り
ぎ

り
（
む
り
む
り
）
、
開
げ
て
み
だ
っ
け

エ
（
あ
け
て
見
た
ら
）
は
な
し
（
歯

な
し
1
1
話
）
だ
っ
た
ん
だ
ど
。

こ
ん
で
、
お
し
ま
い
、
お
し
ま
い
。

10

．
5

生
活
の
知
恵

小
　
岩
庄

か
　
し
　
だ
　
ね

（
落
雁
の
も
と
）

　
　
　
　
っ
て
し
ま
い

ら
く
か
ん

　
室
町
時
代
か
ら
ず
う
っ
と
、
落
雁

は
饅
頭
と
並
ん
で
庶
民
的
和
菓
子
の

代
表
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
終
戦
後
の

洋
菓
子
の
普
及
と
共
に
次
第
に
影
が

薄
く
な
り
、
冠
婚
葬
祭
の
引
出
物
な

ど
に
僅
か
に
利
用
さ
れ
る
程
度
に
な

　
　
　
　
　
　
「
し
お
が
ま
」
な
ど

の
名
で
余
命
を
細
々
と
保
っ
て
は
い

る
が
、
時
代
の
移
り
変
り
と
共
に
消

え
去
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
落
雁
の
原
料
は
と
聞
か
れ
て

も
即
答
で
き
る
人
ほ
少
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
終
戦
前
ま
で
白
石
（
宮

城
県
）
の
南
小
路
の
桜
場
さ
ん
の
所

で
は
こ
の
落
雁
の
原
料
で
あ
る
「
か

し
だ
ね
」
を
作
っ
て
白
石
の
お
菓
子

屋
は
も
と
よ
り
広
く
東
北
各
地
、
さ

ら
に
北
海
道
ま
で
も
販
路
を
も
っ
て

お
っ
た
。

　
桜
場
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
の
「
か

し
だ
ね
」
の
製
法
を
書
き
ま
と
め
て

み
る
。

　
秋
に
な
る
と
、
も
ち
米
の
玄
米
を

買
い
集
め
て
お
い
て
、
自
宅
の
水
車

（
後
に
電
動
機
を
利
用
）
で
精
白
す

る
。
も
ち
を
つ
く
時
の
よ
う
に
、
も

ち
米
を
大
き
な
樽
に
入
れ
て
ひ
と
晩

ぐ
ら
い
う
る
か
す
。
次
に
そ
れ
を
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
ろ

か
す
の
で
あ
る
が
、
ふ
か
し
蒸
籠
は

八
升
入
れ
（
普
通
の
家
で
嘆
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
つ
か
さ

も
の
の
倍
の
大
き
さ
）
四
重
ね
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
き
ぎ

の
で
あ
る
。
大
き
な
か
ま
ど
に
薪
を

ど
ん
ど
ん
燃
や
し
、
ふ
か
し
上
が
っ

た
も
の
は
、
針
金
で
細
か
に
あ
ん
だ

三
尺
四
方
の
籠
（
ぎ
ょ
だ
ん
）
に
な

ら
べ
て
乾
燥
さ
せ
る
。
天
日
で
は
と

て
も
間
に
合
わ
な
い
し
、
衛
生
上
の

こ
と
も
考
え
て
乾
燥
室
を
建
て
て
乾

か
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
出

来
上
が
っ
た
も
の
は
、
も
ち
米
の
し

ん
で
あ
る
。
そ
の
し
ん
を
、
か
べ
臼

に
か
け
て
粉
に
す
る
。
さ
ら
に
粉
は

　
ふ
る
い

絹
筋
に
か
け
て
荒
い
も
の
と
細
か
い

も
の
に
ふ
り
わ
け
ら
れ
る
。
細
か
い

も
の
は
、
み
じ
ん
こ
と
い
っ
た
　
が
、

銘
柄
に
は
「
大
和
」
「
極
上
」
な
ど
が
あ

る
。
そ
れ
を
浅
い
釜
に
入
れ
て
か
き

ま
ぜ
な
が
ら
炭
火
の
熱
で
ね
り
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
う
　
b

る
。
最
後
の
仕
上
げ
は
薦
に
妙
っ
た

も
の
を
ひ
ろ
げ
て
し
け
（
湿
気
）
を

く
れ
て
ね
か
せ
る
。
こ
れ
で
「
か
し

だ
ね
」
は
で
き
あ
が
る
。
そ
れ
を
袋

詰
め
に
し
て
製
品
と
し
て
各
地
に
売

り
だ
し
た
。

穐
巨
臼
騒
翼
臼
鱒
距
臼
巨
謄
臼
騨
聴
鯉
臼
巨
騨
匹
貯
鰻
区
踵
畦
聴
馳
騨
巨
騨
騨
罐
鱒
臼
臼
巨
距
揖
区
闘
騨
距
畦
鷺
髄
臼
臼
巨
聴
聴
釦
鰐
区
臼
巨
距
聴
鱒
闘
巨
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宿…
㎜
窯

薔爲

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

歌
　
　
壇
　
　
　
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
た
ん

根
の
方
に
名
残
り
の
日
照
草
咲
か
せ
つ
つ
満
天
星
は

早
や
秋
の
色
な
り
　
　
　
　
　
　
　
結
城
絹
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
き
ひ

蔵
王
嶺
よ
り
吹
き
く
る
風
に
さ
や
さ
や
と
唐
黍
の
葉

ず
れ
に
秋
し
の
び
よ
る
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め

夜
更
け
て
子
ら
の
寝
り
し
枕
辺
に
鈴
虫
の
瓶
を
そ
っ

と
置
き
や
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

朝
日
受
け
濃
き
紫
に
輝
き
つ
つ
蔵
王
の
嶺
は
明
け
ゆ

か
ん
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

ふ
と
見
れ
ば
小
高
き
岡
の
木
々
は
み
な
す
で
に
紅
葉

し
朝
の
陽
に
映
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
俊
衛

股

兵
　
三
　
選

白
石
の
土
に
な
る
よ
と
夫
い
ひ
し
七
と
せ
過
ぎ
て
み

骨
納
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
馬
き
よ

敬
老
の
日
と
て
思
ひ
は
と
く
に
な
く
あ
ま
た
の
孫
に

夢
託
す
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
き
く

い
た
ど
り
に
埋
も
れ
小
暗
き
無
縁
墓
地
天
保
飢
鐘
の

没
年
多
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
征
子

共
に
老
い
て
な
べ
て
身
に
沈
む
弟
の
よ
そ
ひ
て
く
れ

し
飯
を
い
た
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
松
島
綾
子

日
を
か
く
す
雲
か
が
や
き
て
光
芒
を
幾
筋
放
ち
て
野

の
秋
ふ
か
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
，
兵
三

俳

壇

鈴
木
貞
　
二
　
選

萩
に
来
る
黄
の
蝶
今
日
は
ま
だ
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
か
く
子

（
評
）
　
庭
の
萩
に
き
ま
っ
て
飛
ぶ
黄
の
蝶
が
、
今

日
は
ま
だ
と
ん
で
こ
な
い
。
い
つ
も
黄
蝶
を
ま
つ

萩
と
作
者

一
筋
の
雲
影
迅
き
花
野
か
な
　
　
　
　
　
坂
井
幸
夫

出
勤
の
忙
し
さ
よ
そ
に
落
葉
降
る

脱
穀
の
明
り
を
灯
し
日
の
暮
る
る

穂
芒
や
水
位
の
低
き
ダ
ム
の
土
手

野
仏
の
古
び
て
在
す
花
芒

豊
作
を
よ
ろ
こ
び
と
べ
り
赤
と
ん
ぼ

初
孫
に
忙
し
き
日
々
や
菊
日
和

む
ら
さ
き
の
花
の
匂
ひ
も
秋
深
し

四
段
の
滝
よ
く
見
ゆ
る
岩
つ
ば
め

霧
の
海
眺
め
な
が
ら
の
茸
狩

　
村
上
静
枝

小
野
嘉
津
子

　
安
藤
し
、
げ

　
佐
藤
梅
月

　
武
田
よ
ね

阿
部
み
さ
子

　
佐
藤
千
代

　
陶
山
み
や

　
選
者
吟

r
区
距
巨
鯉
騨
駐
区
巨
畦
臼
鱒
巨
睦
臼
臼
巨
籔
翼
巨
巨
額
臼
臼
巨
距
鷺
鱒
鮭
巨
畦
距
鷺
臼
臼
巨
蹉
睦
畦
鱒
臼
巨
畦
畦
騒
髄
輔
臼
巨
薩
麗
畦
区
臼
臼
巨
畦
鮭
闘
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耐
震
自
動
消
火

装
置
つ
き
ス
ト
ー
ブ
を

　
石
油
は
、
燃
費
が
ほ
ぼ
ガ
ス
の
約

四
分
の
一
と
経
済
性
の
高
い
燃
料
で

す
。
開
放
型
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
は

反
射
型
と
対
流
型
が
あ
り
ま
す
が
、

燃
焼
効
率
に
は
大
差
あ
り
ま
せ
ん
。

　
反
射
型
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン

ク
で
給
油
時
の
事
故
の
危
険
は
少
な

い
の
で
す
が
、
点
火
後
、
炎
の
調
整

に
手
間
ど
り
ま
す
。

　
対
流
型
－
給
油
の
手
間
は
め
ん

ど
う
で
す
が
、
炎
の
調
整
は
簡
単
に

で
き
一
般
に
、
反
射
型
よ
り
も
一
酸

化
炭
素
の
発
生
が
若
干
少
な
い
よ
う

で
す
。

　
耐
震
自
動
消
火
装
置
－
満
タ
ン

の
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
倒
れ
る
と
、
約

四
分
で
天
井
ま
で
火
が
ま
わ
り
ま
す

五
十
二
年
冬
か
ら
条
例
で
震
度
五
程

度
の
強
震
で
自
動
的
に
火
が
消
え
る

装
置
の
つ
い
て
い
な
い
ス
ト
ー
ブ
の

使
用
を
禁
止
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
旧
型
ス
ト
ー
ブ
に
は
一
般

に
こ
の
装
置
が
取
り
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
か
ら
、
常
に
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
を

汲
ん
で
お
く
こ
と
。
耐
震
自
動
消
火

装
置
に
は
、
シ
ャ
ッ
ト
式
、
芯
落
下

式
が
あ
り
、
水
噴
式
は
ほ
と
ん
ど
売

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
瞬
間
的
に

消
え
る
の
は
シ
ャ
ッ
ト
式
で
す
。
水

噴
式
は
一
度
作
動
す
る
と
、
水
抜
き

し
て
乾
燥
さ
せ
な
い
と
再
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

　
使
用
上
の
注
意

　
一
時
間
に
一
～
二
回
は
窓
を
開
け

て
換
気
す
る
こ
と
。
室
温
の
調
節
は

蒲
鑓
熱
滋

第
三
十
回
人
権
週
間

12

月
4
日
～
10
日

　
今
年
は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
が

創
設
さ
れ
て
三
十
年
目
に
当
り
ま
す

人
権
携
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
絶
え

ず
監
視
し
、
も
し
侵
害
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
相
談
相
手
に
な
り
、

適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ

て
救
済
を
は
か
り
、
ま
た
．
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
も
努
め
て
お
り
ま
す

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
長
が
市
議

会
の
意
見
を
聞
い
て
候
補
者
と
し
て

推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
で
す
。

　
相
談
日
は
毎
月
五
日
（
当
日
日
曜

祭
日
の
場
合
は
翌
日
）
市
役
所
で
開

設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
宅
相
談
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
む
づ

味
自
慢

・
璽
“
、

市野まさ（深谷

　
　
サ
バ
の
辛
味
焼

　
材
料
（
四
人
分
）
サ
バ
の
切
身
四

切
（
三
枚
に
下
し
骨
を
ぬ
く
）
粉
チ

ー
ズ
、
バ
タ
ー
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ

二
杯
づ
つ
、
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉

　
つ
け
汁

←D

溶
き
が
ら
し
小
さ
じ
一
杯
、
酒
大

さ
じ
一
杯
、
ソ
ー
ス
大
さ
じ
四
杯
、

＠
ソ
ー
ス
大
さ
じ
三
杯
、
ケ
チ
ャ
ッ

プ
大
さ
じ
一
杯

か
し
い
手
続
は
い
り
ま
せ
ん
。
相
談

の
内
容
に
つ
い
て
は
固
く
秘
密
を
守

り
ま
す
。

　
今
回
の
強
調
事
項

▽
人
権
の
共
存
～
対
話
に
よ
っ
て
明

　
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

▽
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▽
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う

　
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

村
上
智
雄
　
白
石
市
字
南
寺
前
二
の

　
　
　
　
　
十
費
五
～
二
八
四
三

高
橋
信
治
　
白
石
市
字
長
町
四
一
の

　
　
　
　
　
五
奮
五
～
四
二
〇
九

飯
塚
　
寅
　
白
川
小
奥
字
表
前
七
三

　
　
　
　
　
の
一
台
七
～
二
二
四
三

家
納
喜
代
子
　
自
川
津
田
字
小
路
南

　
　
　
　
　
四
五
台
七
～
二
〇
二
四

小
片
良
夫
　
白
石
市
字
番
丁
四

　
　
　
　
　
智
五
～
〇
五
〇
一

12

作
り
方

1
切
身
に
塩
こ
し
ょ
う
し
て
を
の
の
つ

け
汁
の
中
に
入
れ
て
よ
く
か
ら
め
粉

チ
ー
ズ
を
ま
ぶ
し
小
麦
粉
、
卵
パ
ン

粉
を
つ
け
る
。

2
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
と
サ
ラ
ダ

油
を
入
れ
て
サ
バ
を
焼
く
、
又
揚
げ

て
も
よ
い
。

3
キ
ャ
ベ
ツ
の
せ
ん
切
と
共
に
盛
り

合
せ
㈲
の
ソ
ー
ス
を
添
え
る
。

談　所
　　お気軽においで下さい

相

相
　
談
　
区
　
分

行
　
政
　
相
　
談

生
活
相
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

人
権
擁
護
相
談

補
聴
器
巡
回

　
　
サ
ー
ビ
ス

税
　
務
　
相
　
談

消
費
生
活
相
談

相
談
日

55
・
1
5
・
2
5

22
5
・
19

511515毎
週
水
木
金

時
　
　
間

10

時
～
1
2
時

10

時
～
12
時

9
時
3
0
分

　
　
～
1
5
時

10

時
～
1
4
時

10

時
ー
1
2
時

13
時
3
0
分

～
1
4
時
3
0
分

10

時
～
1
6
時

9
時
～
1
6
時

場

所

市
役
所
各
種
相
談
室

市

役

所

市

役

所

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市

役

所

斎
川
出
張
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室

　
＠
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▲　農産物の共進会　　　　　　　　　　i
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．
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灘

灘

鷲

’
乱
〃

欝験

乏

宮城県最低賃金改定

宮城県内の全労働者に適用にな

る宮城県最低賃金が改定になりま

した。

効力発生

年月日

53．10．5

最低賃金額

1時閻
　289円

額
　
円

最低賃金の件名

53・11・30

53，11．25

333円2，658円

323円2，581円

53，1：，30312円2，496円

53．玉2．8305円2，436円

宮城県最低賃金
　　　　　　■

　なお詳しいことは、宮城労働基

準局賃金課費0222－63－1

111内線6132へ。

・
欝
轟

撫
ぷ

く
　
新
米
で
の
餅
つ
き

白石郵便局N　H　K歳末たすけあいにご協力

　年賀はがきは元日配達のために

12月20日までに「市内あて」　「県

内あて」「東京あて」等方面別に

まとめて出しましょう。

　郵便番号、住所地番は正確にか

き、各家庭においては郵便受箱・

表札が完全かどうか確認しましょ

う。また年末贈答用小包の発送等

は12月15日すぎると窓口の待ち時

間も、配達までの期聞もともに混

雑のため長くなりますので12月15

日前に出しましょう。

　今年もNHK歳末たすけあい募

金が行われます。昨年同様、みな

さまのあたたかいご協力をおねが

いします。

〉期間　12月1日～12月25日

〉窓口　郵便局・農協・銀行・信

　用金庫・NHK
　寄せられた募金は、身寄りのな

　いお年寄りや身体の不自由な人達

交通遺児の方々に贈られることに

なっています。

　なおN　H　Kでは、募集された方

のお名前をデレビで紹介します。
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お
し
ら
せ
板

お
し
ら
せ
板

保 健

　　　　献　　　血
　献血車「いずみ号Jにより献血

を実施いたしますので御協力下さ

るようお願いいたします。

》献血のしくみ

○献血は満16歳以上、満65歳未満

　で健康な方ならどなたでもでき

　ます。

01回の献血量は200m¢です。こ

　の量は、身体の全血液の約協で

　健康には影響ありません。

O　A　B　O式とR　h式の血液型がわ

　かります。

○血液の比重（血液の濃さ）や血

圧の状態がわかります。低比重

　の方には、くわしい検査を無料

　で実施しています。

日程
献血日

12月17日（日）

場所
越河出張所

斉川公民館

大平公民館

時　　　間

午前9時～午前12時

午後1時～午後2時半

午後2時40分～午後4時

※献血手帳をお持ちの方は御持参下さい。

　　　BCG予防接種
　結核は年々減っていますがまだ

相当数の入が発病するといわれて

おり、とくに小児結核はB　C　Gを

まだしていない小児が多く発病し

ているとのことです。年齢が幼

ないほど結核感染に対する抵抗力

が弱く重症になりやすいのでB　C

Gはなるべく早く受けましょう。

　市では毎年7・8月に定期にB

C　G接種を行っておりますが都合

により接種できなかったお子さん

のために下記により臨時にB　C　G

接種を行ないます。3か月から3

歳以下でまだ一度もB　C　Gを受け

ていないお子さんは申込んで下さ

いo

〉申込み　12月9日まで市衛生課

　電話申込み可

〉実施日　ッベルクリン溶液注射

　　　　　12月12日

　　　　　ッベルクリン反応測定

　　　　　12月14日

　　　　　B　C　G接種（ッ反陰性

　　　　者のみ）12月14日

時間はいづれも午前10時～11時

〉場所　市民会館

〉その他　①母子手帳を持参して

下さい②はしかの予防接種後1

　か月以内の方及び三種混合、イ

　ンフルエンザ予防接種後2週間

以内の方は受けられません。

保育園児募集

　昭和54年4月、市立保育園に入

園を希望する幼児を募集します。

入所を希望する方は、今月15日か

ら保育園入園申請書をお渡ししま

すので手続きをしてください。

1．募集人員

　　東保育園　90名

　　　（3歳未満児12名程度）

　　西保育園　120名

　　　（3歳未満児12名程度）

　　南保育園　120名

　　　（3歳未満児12名程度）

　　北保育園　　60名

　　　（3歳未満児6名程度）

　　越河保育園　60名

　　　（3歳未満児6名程度）

　　深谷保育園　60名　　　　　　お

　　　（3歳未満児6名程度）　　　し

2．申込期間及び場所　　　　　　ら

　昭和54年1月5日から1月25日　せ

　まで、白石市社会福祉事務所　　板

3．受託条件
　　　　　　　　　　　　　　　　　《
（1）家庭外労働

　児童の母親が昼間家庭の外で仕

　事をすることが普通なので、そ

　の児童の保育ができない場合。

（2隊庭内労働

児動母親が昼幣庭で児童と

　はなれて、日常の家事以外の仕

　事をすることが普通なので、そ

　の児童の保育ができない場合。　お

　しかし父親がその仕事に従事し　し

　ていて、かつそのための使用人　ら

　がいる場合は除かれます。　　　せ

（3）母親のいない家庭　　　　　　　板

　母親の死亡、行方不明等により

　母親のいない家庭の場合

（4）母親の出産等

　母親の出産、病気、心身障害等

　で、児童の保育ができない場合。

（5）病人の看護等

　家庭に長期の病人がおり、母親

　が看病にあたり、児童保育がで

　きない場合。
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（6）家庭の災害

　火災や風水害等により、その復

　旧の間保育ができない場合

4．保育料
　児童福福法により、各家庭で課

　税されている市民税、所得税及

　び固定資産税の課税額により保

　育料が決定されます。

　くわしくは、市社会福祉事務所

　（a5～2111内線161）へ
　おたずねください。

年末年始市窓ロ業務

　市役所の年末年始の一般事務は

i2月29日から翌年1月3日まで休

みとなります。ただし一部の事務

は次の日程により事務の取扱いを

いたしますが、できるだけ28日ま

でに用事を済まされるよう、ご協

力ください。

〉市民課の窓口

　印鑑証明等の事務取扱いは28日

　午後5時まで行います。出生届

　死亡届は年末年始でも受付いた

　します。

〉七十七銀行市役所出張所

　税金、手数料等の収納事務取扱

　29日　午前9時～午後3時30分

　30日　午前9時～正後まで

　30日　日曜日に付休みです。

　その他市の収納代理金融機関及

　び白石市農業協同組合各支所も

　同様取扱いとなりますので、な

　るべく12月28日までお納め下さ

　るようご協力下さい。

〉水道事業所

　年末年始の休み期間中、日直を

　配置して、午前8時30分から午

　後5時まで水道業務にあたりま

　す。水道の故障は、早めにご連

　絡ください。

［＞市立図書館

　12月28日から翌年1月4日まで

　休館いたします。

〉老人福祉センター

　12月28日から翌年1月4日まで

　休みます。

〉衛生センター

　ゴミ・し尿収集は12月30日まで

　行い、12月31日から1月3日ま

　で休みます。

新春を寿ぐ市民の集い

昭和54年新春を寿ぐ市民の集い

を開催いたします。ご参加下さい

〉日時昭和54年1月5日

　　　午前11時

〉場所　市民会館

〉会費千円

〉申込　昭和53年12月15日まで市

　役所秘書企画課へ会費を添えて

　申し込んで下さい。（智5－2

　111内線326）

「全日本こけしコンクール

　20年のあゆみ」発刊

　市制施行25周年を記念して、「

全日本こけしコンクール20年のあ

ゆみ、ほほえみの年輪をかさねて

」が発刊になりました。A5判、

上製本、美装箱付、布クロス、本

文430頁、カラー8頁

　内容　第1章～第9章まであり

白石こけしの源流を求めて、全日

本こけしコンクール第1回～20回

全日本こけしコンクール全入賞者

名簿、工入名簿などとなっていま

す。頒価2千5百円（送付の場合

2百円加算）頒布希望の方は市役

所商工観光課内全日本こけしコン

クール事務局に申込み下さい。

　くわしくは市商工観光課含5～

2111内線211へおたずねく
ださい。

成人式には簡素な服装で

　ことし成人される方々をお祝い

をするミ成人式ヤを行います。成

人式へ参加される方は、簡素な服

装でお気軽にどうぞ。

　ことしの該当者は、

昭和33年4月2日～34年4月1日

までに生まれた方で、12月中に案

内状を発送しますが、届かない場

合は中央公民館（費6～2453
）にお問い合わせ下さい。

〉日時　1月15日　午前10時

〉場所　市民会館

公　民　館
「わたしたちの未来の街」の絵画展示

　子どもたちによる共同製作を通

しての「わたしたちの未来の街」

の絵画を展示いたします。子ども

たちの未来の街をぜひご覧下さい

〉展示会場　市民会館展示ホール

〉展示期間

　12月15日　13時～18時

　12月16日　9時～18時

　12月17日　9時～15時

　子ども会凧あげ大会
〉日時　12月17日（日）9時

〉会場　白石第一小、体育館

〉参加対象　小学生以上

〉経費　1人2百円（材料費）

〉持参するもの　カッター又は切

　出小刀、あげ糸

〉内容　凧の話し、凧つくり、凧

　あげ

〉講師　疋田運応先生

〉申込み　12月12日まで2百円を

　添えて中央公民館へ

まず届出を
　　秘書企画課

　まず届出しましょう土地の売買

　取引をする土地の広さがまとめ

て次の面積になる場合は、契約を

する前に届出が必要です。

　　　　都市計画区域5千㎡

　　　その他の区域1万㎡

お問い合せは

　秘書企画課土地対策係へ

　智5～2111内線237
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三種混合定期
　　　　　　予防接種

　ジフテリア・百日咳・破傷風（

三種混合）の定期予防接種（第一

期）をおこないます。この予防接

種は予防接種法に基づいて実施す

るジフテリア・百日咳と保護の不

安が著しい確傷風の予防接種を同

時におこなうものです。

1．期日　12月15日（金）

2．場所と時間　市民会館

　　　　13時30分～14時30分

3
4
5

．料金　無料

．接種するお子さん

昭和51年4月1日～同9月30

日までの出生者

．その他　（1澗診票は必ず記載

12月健6直力幽シ勿』
日

4

ク

5

6

7

11

12

13

14

20

21

25

、6ワ一

27

区　　分

健康’相談

妊婦教室

健康相談

妊婦教室

健康相談

妊婦教室
3カ月児健診

健康相談

妊婦教室

健康相談

妊婦教室
1歳6カ月児健診

3カ月児健診

健康相談

妊婦教室
6カ月児健診

健康　椚談

妊婦教室
12ヵ月児育児領談

3歳b力周児f建診

健康帽談

妊婦教室
6カ月児健診

受付時間

9：’30～11＝30

13：00～14：00

9：30～11　：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

12：40～12：50

9：30～11：30

13：00～14：00

Oへ011
～

309

13：00～14：00

12：30時問厳守

12＝40～12：50

9＝30～11　；30

13：00～14：00

12：40～12：50

03H～
309

13：00～14：00

13二〇1）～13：1〔）

0512　
～30ウ

自

9：30～11　：30

13：00～14：00

12：40～12二50

対象地区

白石地区

越河地区

大眺尺地区

全地区
大平地区

臼川地区

全地区

小原地区

自石地区

　　以外

斎川地区

翁地区

福岡地区

臼石地区

場　　所

白石市役所

越河出張所

大鷹沢公民館

市民会館
大平公民館

自川公民館

市民会館

小原公民館

市民　会館

斎川公民館

市民会館

福岡公民館

市民会館

備　考

S53，8．10

～9．7生

S52．6生

S53．8．10

～9．14生

S53．6生

S52。12生

S50．6生

S53，6生

54年1月

日

5

〃

〃

8

区　　分

健康相談

妊婦教室
3か月児健診

健康相談

妊婦教室

受付時問

9：30～11　；30

13：00～14：00

12　二40～12；50

9＝30～11：30

13：00～14：00

対象地区

大鷹沢地区

全地区
大平地区

場　　所

大鷹沢公民館

大平公民館

〃

備　考

S53．9．15

～10．5生

　　　保

鰯膿

〆購

健
翻

　　して当日持参して下さい。（2）

母子手帳も持参して下さい・〔3）身

体に異常がある場合、接種前にか

かりつけの医師の診断をうけるな

どの処置をとって下さい。〔4破傷

風の接種を希望しない場合、事前

に市衛生課に御連絡下さい。〔5）当

日接種できなかったお子さんは予

備日（54年1月12日）に接種して

下さい。

健康づくり推進大会

　40～50歳代の働きざかりの人の

死亡者のうち3入に1へは「がん

」で死亡しております。

「がん」は早期発見、早期治療に

よって治ゆも可能です。今年は「

がん」をテーマに健康づくり推進

大会が開かれます。

〉日時　12月5日　午後1時

〉場所　市民会館大ホール

レシンポジウム　がんについて

怖1ヨ急愚当需権

日

3

10

17

24

31

内　　科

引地医院
5－2036

柿崎医院
5－2210

亘理医院
5－8501

大沼医院
5－2502

広瀬医院
5－0238

外　　科

刈田病院
5－2145

銭谷医院
5－2010

刈田病院
5－2145

宮城医院
5－2062
加藤（大）医院

6－2653
都合により変更になる場合もあります。

■6

♪


